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仮 定 し て ､ 磁場白をa軸およびb軸/に加えたときのH-x図を模式的に示すと
図 3の よ う に な る ｡






























土日 -6H4+(8Cl+5F)H2 - (2CIF+2C21-C2F))2
-8F(H2-cl)(H2-cl-F)(H2-C2))I/2] (5)
･k日宇,2=去【H2(1･a2,･cl･C2
±((1-α2)2日ヰ + 2(1+a)2日2(cl+C2) + (Cl-C2)2)I/2]
(6)
(a) (冒)2=H2 ･cl･ (宇)2=C2
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･m) (冒-2=品 ト6H4-(8Cl･2F川2-,(2CIF･2C巨 っF)▲一
土日 -6日4-(8Cl+2F)H2 - (2CIF+2C21-CっF))2▲_
+8FC2 (H2+cl)(H2十C1+F)〉12]･
ただし､Cl,C2,FはAを分子場係数として







































































o･S x l･0 っいては後でふれる｡
図7














? ? ? ?? ?
?? ?



































- 52 7 -
5 日(kCe)10 15
図11
?????
H川C)
図12
研究会報告
相図においてTNの下側に新しい相転移が見えていないことと一致しており､
多分この系のもつ 1次元性に関係しているものと思われる｡すなわち､ 1次
元系では､C♂十で置換 した場合のMn2+スピンの乱れは局在しないで､鎖全体
に広がってしまうからである｡
(7)もう一つの競合
csMnCA3･2H20とcscoc丸3
･2H20 の鎖間の磁気構造は､
図13に示すように部分格子の対称
性が異なっている｡しかし､Mn2十
をCo2十で置換してAF相からoA
F相を経て到達するAF相はMn型
構造 (図左下)であって､Co型で
はない｡したがって､さらにC㌔+
で置換していく場合､どこかで鈍
間のスピン構造がMn型からCo型へ
= = ±
= cJ
CsMnトxCoxC152日20
回13
変化しなけらはならない｡そこで､
この変化が或る濃度でcriticaHyに起こるのか､或るいはなしくずLに起こ
るのかが問題となるが､後者の場合は一種のスピングラスの問題とみること
も出来る｡また､ ･汁 0･4にみら.nる顕著なTNの上昇が､鈍間の相互作用の
競合とどのように関係しているかを調べ.ることも興味がもたれる｡これらの
問題については､今後､もう少し調べてゆきたいと考えている｡
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